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市では、こ
れまで高浜

が歩んでき
た歴史や

人々

の記憶を知
り、市の有

形・無形の
資料を整理

して後

世へ伝える
とともに、

今を生きる
私たち、そ

して将

来のまちづ
くりに活か

していくこ
とを目的と

して、

市民の皆
さんの協

力を得な
がら、新た

な「高浜市

誌」の編さ
んを進めて

います。

タイトルに
あるアーカ

イブとは「
記録保管

所」と

いう意味で
す。このコ

ーナーで
は、編さん

作業の

中で掘り起
こされた写

真や資料
などを中心

に、ま

ちのこれま
でのあゆ

みや魅力・
自慢などを

紹介し

ていきます
。

「こんなこ
とを知って

いる！」「他
にも

こんなこと
があったよ

！」といった
情報

がありまし
たら、ぜひ

お寄せくだ
さい。

T a k a h a m a - c i t y  A r c h i v e

Vol.
6
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たかはま
アーカイブ

［春日町］

高浜の
港を見つめる
眼鏡橋

早期配布にご協力ください。

ポルトガル語は20ページ

LEIA A PÁGINA
EM PORTUGUÊS!
市公式ホームページでは、英語・中国語
・韓国語・ポルトガル語の４か国への変
換機能を利用できます。

大
山
緑
地
の
西
、
明
治
用
水

が
南
北
に
走
る
エ
リ
ア
は
、
か

つ
て
瓦
や
土
器
な
ど
を
出
荷
す

る
た
め
の
港
が
あ
り
ま
し
た
。

大
正
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
発

行
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
絵
は
が

き
に
は
、
か
つ
て
あ
っ
た
眼
鏡

橋
や
海
岸
の
岩
、
高
崖
の
粘
土

の
露
頭
、
船
な
ど
が
写
っ
て
い

ま
す
。
眼
鏡
橋
の
橋
脚
の
間
に

は
水
門
が
あ
り
、
木
の
扉
を
閉

め
て
、
か
つ
て
橋
の
西
側
に
あ

▲絵はがき「三河高濵風景 行者山ヨリ眼鏡橋望ム」に写る、かつての大山緑地西側
（高浜市立郷土資料館蔵）※大正～昭和初期発行とみられる

▲明治29年に高浜村が作成した『配水地字限地図』 
（高浜市立郷土資料館蔵）にも眼鏡橋が描かれている。

▲現在の風景

っ
た
発
電
所
へ
水
を
送
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
人
造
石
（
土
と
石
灰
を
混

ぜ
、
水
で
練
っ
て
た
た
き
固
め

た
も
の
）
と
い
う
工
法
で
作
ら

れ
た
発
電
所
の
跡
は
「
ド
ン
ド

ン
」
と
呼
ば
れ
、
現
在
も
残
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
橋
の
北
側

に
は
か
つ
て
共
同
の
洗
濯
場
が

あ
り
、
地
元
の
皆
さ
ん
が
日
常

的
に
利
用
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

（
Ｉ
・
Ｋ
）

高浜を愛し、高浜の良さを学んで、高浜でたくましく生きる未来市民の育成
「学校」「家庭」「地域」が一体となって子どもたちを育むため、毎月のめざす学習習慣を皆さんと共有します。

〈めざす年長児〉ともだちやみぢかなひととなかよくします。
〈めざす小６生〉友達や学校を大切に思い、役に立つことを進んで行います。
〈めざす中３生〉家庭や地域を大切に思い、役に立つことを進んで行います。
高浜市が育てていきたい生活習慣・学習習慣育成プロジェクト
■いきいき 教育センターグループ　☎52－1111（内線311）

9月
自分の

まちを大切に
する子


